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杭元での管理

ＴＳ２方向
による管理

無線でやりとり

手書きで記録

１. ＴＳ
２. 座標一覧
３. 杭芯棒

４. 杭芯ニゲ
５. 検尺ロット
６. 無線機
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・杭元での管理
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・手書きによる記録

従来手法

1 従来手法

杭施工計測差異を
リアルタイム表示
掘削・杭建込調整

2 - 1 システム概要-構成

カメラ画像処理自動計測
ネットワーク接続により、計測結果を計測者・

施工者・杭打機操縦者で画面共有で確認

杭打機操縦者

ＴＳ１方向
による管理

Wi-Fi

遠隔操作可能シ
ス
テ
ム
Ｐ
Ｃ

杭施工計測

差異をリアル

タイムで表示

※オプションになります

現
場
担
当
者

計測者

iPad
計測

iPad
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システム中枢パソコン

現場監督者が作業所・外出時等

※スムーズな操作のため、同時接続台数には制限があります

作業及び管理の幅が広がります

計測結果を遠隔で確認・管理
情報共有スピードアップにより作業効率の向上

リアルタイム表示で確認

設置個所 遠隔確認・管理

画面共有

遠隔管理

トータルステーション

2 - 2 システム概要-杭打キングPLUSとは

事前準備

「実測距離」 「対象の径」 「画面の濃淡」

カメラ画面上でロッドや杭のエッジ(端)を抽出

抽出された位置と設計位置のズレを表示させる

抽出されたエッジ(端)

削孔ロッドの径・杭径・座標をシステムに登録

2 - 3 システム概要-計算の仕組み

左右のズレ

※実際の計測画面

４大計測を１システムに集約

これまで、個別のシステムにより行われていた杭打ちの４台計測機能を１システムに

集約することで、計測データが一元化され、データ移行時のミス、手間・工程が軽減

2 - 4 システム概要-特徴

削孔時からの計測・管理が可能

これまで、杭埋め立て後に判明する杭芯ズレを削孔時から計測することにより軽減

既製杭、鋼管杭、地盤改良杭にも適用可能

削孔時から計測を行うことにより、適用工法の増加

計測結果を遠隔で確認・管理

作業者との計測結果共有効率、及び管理者の作業効率の向上

3 - 1 ４大計測機能

４大計測 １システムに集約
複数の計測システムの設置・撤去による誤差の発生及びコスト、工程減少。

同一計測器計測により、品質管理精度向上、データー一元管理による、

データ移行時のミス軽減。
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4 - 1 - 1 機能説明-杭計測

「杭番号」「施工工程」「計測モード」について、それぞれ

選択することにより施工精度の自動計測を開始。従来の

レーザー光照射に加え、カメラ画像による エッジ検出を

用いて杭の水平位置及び傾きを計測。

計測モード施工工程杭番号

イメージ図

カメラを動かし、上下の

傾きを計測します

上部下部

計測中

上部

4 - 1 - 3

撹拌翼・オールケーシング計測可能

機能説明-杭計測（削孔時の計測）

下部上部下部

4 - 1 - 4

ＰＣ杭・鋼管杭計測可能

計測中

機能説明-杭計測（埋設時の計測）

4 - 2

杭番号を選択すると、事前入力した杭芯座標に

向かって計測器が旋回、プリズムを用いて計測

X

Y

Z

イメージ図

・ワンマン計測の実現 ・杭芯の事前確認

機能説明-杭芯計測
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4 - 3 機能説明-杭打機誘導

トータルステーション内蔵カメラで杭打設機リーダー上部

をターゲットとして追尾計測、目的の杭位置までの距離・

方向を表示して誘導。目的地までの距離に応じて「遠距

離モード」「近距離モード」のモード選択が可能

杭打設機リーダー上部を計測し誘導

遠距離モード

打設機の下部を計測し誘導

近距離モード

目標

位置

X

Y

Z

X

Y

Z

4 - 4 機能説明-杭深度計測

杭掘削深度

杭打設機に設置したマーカーのレベル測定

を行い、事前入力した先端までの距離情報

を基に深度を測定

杭埋設深度

基準点より、トータルステーションの器械点の位置を求めます

基準点Ｔ１ 基準点Ｔ２

器械点

5 - 1 使用方法-①後方交会

5 - 2 使用方法-②データ選択

「杭番号」・「工程別選択」・「計測種類」を選択します
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5 - 3

トータルステーション無人、自動で計測

使用方法-③計測

タブレット端末で遠隔操作、計測します

事務所からも

遠隔操作可能

5 - 4 使用方法-④調整

杭打機のタブレットから変位量の情報を共有

画面を確認しながら作業可能

計
測
出
来
形
図

計
測
数
値
デ
ー
タ

6 - 1 データ管理-出来形図・出力データ

6 - 2

工程毎に登録でデータ管理や施工管理に利用可能

データ管理-工程毎
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6 - 3 データ管理-帳票出力

レンタル料２歴月分

7 レンタルについて

1月 2月 3月

1/5 1/25

レンタル料１歴月分

１/５～１/２５ までのレンタルの場合、１ヶ月となります

3月

1/15 2/15

１/１５～２/末 までのレンタルの場合、２ヶ月となります

1月 2月 3月

1/15

レンタル料３歴月分

１/１５～３/末 までのレンタルの場合、３ヶ月となります

3/15

システム料金の期間計算は１ヶ月単位となりますシステムレンタルについて

１ヶ月

２ヶ月

３ヶ月

1月 2月

イニシャル
コスト
２０万

ランニング
コスト
５０万

8

杭打キングPLUSを使用して頂くにあたり、各種

注意点を掲載させて頂きます。ご購入・ご使用

の前にご確認をお願い致します。

杭打キングPLUSは画像検出機能を用いたシステムとなる為、

下記条件等では正確な計測が出来ない可能性があります

円筒形以外の形状やゆがみ・変形のある杭

N値が極端に低く、削孔の進捗が

早すぎる場合は計測が出来ません

画像検出範囲

内に似たよう

な形状（円筒）

のものが複数

存在する場合

その他杭形状

を誤認する

可能性のある

場合

システム設置場所が不安定な場所で、

システムが振動等すると正確な計測が

出来ない場合があります

地盤の安定した場所にシステムを設置

して頂く様お願い致します

連続稼働を行うとシステム

のバッテリーが不足する

場合がございます

システム設置位置と杭打設

位置の離隔が不十分でカメ

ラの画角に収まらない場合

は計測が出来ません

光量の足りない時間帯

（夕方や夜間）や場所

（日陰や他の構造物の影

が入る場所）での計測

使用上の注意

9 使用実績

ご用命頂き
ありがとう
ございます
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1 0 - 1 おしらせ

掲載紙

・建設通信新聞

・日刊建設工業新聞

・日刊建設産業新聞

・大阪建設工業新聞

・建設通信新聞

・建通新聞

・建設タイムズ

・建設新報 …etc

1 0 - 2 おしらせ

1 0 - 3 おしらせ

1 0 - 4 おしらせ
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1 0 - 5 おしらせ

1 0 - 6 おしらせ

きんそく公式 杭打キングPLUS専用ページ

操作手順の動画をご覧いただけます

システムの詳細情報は

https://kinsoku.net/piledriver_king_plus

杭打キングPLUS

1 0 - 7 おしらせ


